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★
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港
新
聞
０
３
１
５
０
８

８
面

尚

藤

井

藤

藤

尚

●
サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

﹇
天
保
山
﹈

シ
ア
タ

ー

ブ
ル
ー
オ
ア
シ
ス

３

前
作

ブ
ル
ー
オ
ア
シ

ス

３

よ
り
さ
ら
に
遠

く
、
到
達
困
難
な
場
所
を
ロ
ケ

地
に
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

見
ら
れ
な
か
っ
た
不
思
議
な
海

中
生
物
の
姿

写
真

を
捉と

ら

え

る
こ
と
に
成
功
。
海
中
で
繰
り

広
げ
ら
れ
る
生
物
た
ち
の
ド
ラ

マ
を
高
さ
二
十

×
幅
二
十
八

の
巨
大
画
面
で
。
四
月
二
十

三
日
ま
で
延
長
上
映
中
。
月
曜

休
館
（
但
し
三
月
二
十
二
日
は

開
館
）。当
日
一
般
千
円
。上
映

時
間
な
ど
詳
細
は
同
館
（
地
下

鉄
大
阪
港
駅
徒
歩
約
五
分
、

六
五
七
七

〇
〇
〇
一
）
へ
。

●
交
通
科
学
博
物
館
・
企
画
展

へ
よ
う
こ
そ

奥

深
い
鉄
道
模
型
の
世
界
を
様
々

な
角
度
か
ら
。

歴
史

外
国

か
ら
初
め
て
も
た
ら
さ
れ
た
江

戸
末
期
か
ら
、
趣
味
と
し
て
広

く
普
及
す
る
戦
後
ま
で
を
辿た

ど

る

種
類

ゲ
ー
ジ
等
の
一
般

的
な
も
の
か
ら
線
路
幅
三

の

ゲ
ー
ジ
等
の
聞
き
慣
れ
な

い
も
の
ま
で
様
々
な
線
路
幅
や

特
徴
を
紹
介

趣
味

ジ
オ
ラ

２
０
０
８．

．

展
示
予
定
の
大
型
レ
イ
ア
ウ
ト

マ
製
作
の
工
程
や
塗
装
前
・
後

の
組
み
立
て
キ
ッ
ト
等
を
一
堂

に

走
ら
せ
よ
う

・

ゲ

ー
ジ
模
型
を
用
い
て
機
関
車
や

新
幹
線
を
走
ら
せ
る
。
運
転
で

き
る
模
型
も
。
三
月
二
十
日

五
月
三
十
日
。
十

十
七
時
入

館
、
月
曜
休
館
（
祝
日
な
ら
開

館
し
翌
火
曜
休
、
火
曜
も
祝
日

な
ら
振
替
休
な
し
）
。
高
校
生

以
上
四
百
円
、
四
歳

中
学
生

百
円
。

弁
天
町
駅
す
ぐ
。

六
五
八
一

五
七
七
一
。

●
港
図
書
館

み
ん
な
で
楽

し
む
♪
か
み
し
ば
い
会
♪

紙
芝
居
一
座
せ
ん
の
風

に

よ
る
大
人
も
子
供
も
楽
し
め
る

公
演
。
三
月
二
十
七
日
（
土
）

十
四

十
五
時
に
港
区
民
セ
ン

タ
ー
二
階
集
会
室
で
。
当
日
先

着
順

図
書
展
示

あ
な
た
に

こ
の
本
を

展

昨
年
の
新
刊

の
中
か
ら
図
書
館
お
す
す
め
の

本
を
紹
介
。
三
月
三
十
一
日
ま

で
開
催
中
。

六
五
七
六

二

三
四
六
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ン

サ
ー
ト

♪
飯
守
泰
次
郎
の

ハ
イ
ド
ン
♪

毎
回
好
評

の
シ
リ
ー
ズ
。
常
任
指
揮
者
・

飯
守
泰た

い

次じ

郎ろ
う

写
真

に
よ
る

ハ
イ
ド
ン
の
交
響
曲
を
中
心
と

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
間
近
で
。

プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ

古
典
交
響

曲
、
ハ
イ
ド
ン

交
響
曲
第
１

０
０
番
軍
隊
。
四
月
十
六
日

（
金
）十
九
時
か
ら
オ
ー
ク
ホ
ー

ル（
オ
ー
ク
２
番
街
西
館
六
階
）

で
。大
人
二
千
円
、高
校
生
（

歳
）
以
下
五
百
円
。
要
予
約
。

六
五
七
七

一
三
八
一
。

●
関
西
フ
ィ
ル
と
と
も
に
歩
む

会

周
年
総
会
記
念

春は
る

打だ

ワ

ク
ワ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

関
西

フ
ィ
ル
を
応
援
す
る
市
民
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
総
会
を
兼
ね
た
演

奏
会
。
同
楽
団
の
パ
ー
カ
ッ
シ

ョ
ン
メ
ン
バ
ー
が
演
奏
（
最
初

の
十
分
間
は
総
会
）。
越え

天て
ん

楽ら
く

黒
田
節

南
の
島
の
ハ
メ
ハ

メ
ハ
大
王

ア
ロ
ハ
オ
エ

エ

ル
ク
ン
バ
ン
チ
ェ
ロ

八
木
節

な
ど
。鍵
盤
打
楽
器
紹
介
も
。

三
月
二
十
七
日
（
土
）
十
五
時

か
ら
オ
ー
ク
ホ
ー
ル
（
オ
ー
ク

２
番
街
西
館
六
階
）
で
。
高
校

生
以
上
千
八
百
円
、
中
学
生
以

下
八
百
円
。
要
電
話
予
約
。

六
五
七
四

七
七
五
六
足
立
。

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
た
な
か

吉
田
一
郎
展
（
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

・
織お

り

作
品
）

三
月
十
一

二

十
一
日
（
十
七
日
休
）

義よ
し

金か
ね

由
貴
子
展
（
染
織
）

四
月
十

五

二
十
五
日
（
二
十
一
日

休
）
。
入
場
無
料
。
港
区
役
所

向
か
い
。
十
一

十
九
時
（
最

終
日
十
七
時
）
。

六
五
七
二

五
九
八
七
。

●
ガ
ッ
ト
ネ
ロ

市
岡
在
住
の

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
松
浦
由
美
子

さ
ん

写
真

主
宰
の
音
楽
喫

茶

は
な
ま
る
カ
フ
ェ

若
手

テ
ノ
ー
ル
デ
ュ
オ
フ
ェ
イ
ズ

が
日
本
の
懐
か
し
い
歌
を
。
毎

月
一
回
金
曜
十
九
時
か
ら
（
三

月
は
二
十
六
日
）
。
千
円
（
一

飲
物
付
）

上
六
黒
猫
亭

港

区
の
若
手
落
語
家
・
桂
佐さ

ん
吉

さ
ん
が
ピ
ア
ノ
高こ

う

座ざ

か
ら
語
り

か
け
る
。
三
カ
月
に
一
回
金
曜

十
九
時
か
ら
（
四
月
は
二
日
）
。

千
三
百
円

ガ
ッ
ト
ネ
ロ
は
天

王
寺
区
上
本
町
六

二

三

七
、
六
七
六
七

〇
〇
一
二
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

の
４
月
ス
タ
ー
ト
講
座
（
グ
ル

ー
プ
支
援
講
座
）

押
し
花

押
し
花
の
秘
密
を
一
緒
に
体

験
。
イ
チ
ゴ
に
も
挑
戦
。
四
月

十
七
日

六
月
十
九
日
の
土
曜

五
回

中
国
語
会
話

す
ぐ
に

使
え
る
日
常
会
話
を
中
国
茶
を

頂
き
な
が
ら
楽
し
く
。
四
月
十

六
日

六
月
十
八
日
の
金
曜
十

回

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

流
行
の
枯
れ
な
い
花
を
使
っ

て
個
性
溢
れ
る
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
。
四
月
十
五
日

六
月
十
日

の
木
曜
三
回

着
付
け
と
マ
ナ

ー

民
族
衣
装
で
あ
る
着
物
を

一
人
で
着
ら
れ
る
よ
う
楽
し

く
。
四
月
十
四
日

六
月
二
十

三
日
の
水
曜
六
回
。
各
申
込
は

往
復
葉
書
か
来
館
か
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
（
締
切
四
月
五

八

日
）。
各
定
員
あ
り
（
多
数
抽

選
）
。
内
容
、
日
時
、
料
金
な

ど
詳
細
は

六
五
七
七

一
四

三
〇
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

●
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

お
寺
の
ス
ケ
ッ
チ
展

三

月
十
四

二
十
三
日
（
二
十
日

臨
休
）

春
の
花
い
っ
ぱ
い
展

三
月
二
十
九
日

四
月
六

日
。開
館
は
十
一

十
八
時（
火

曜
十
六
時
ま
で
）
、
水
曜
定
休
。

入
場
無
料
。
弁
天
四

一
一

四（
ピ
ア
ッ
ク
西
五
十

裏
通
）

六
五
九
九

七
九
七
七
。

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

●
放
課
後
は
学
童
保
育
へ

入

所
児
募
集
。見
学
無
料
体
験

。家
族
的
雰
囲
気
。
６
５
７

５
・
０
３
３
５
あ
り
ん
こ
。

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
サ
ン
ト
リ
ー

シ
ア

タ
ー

ブ
ル
ー
オ
ア
シ
ス

３

（
上
段
に
案
内
）
招
待

券
を
ペ
ア
５
組
に
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
関
西
フ
ィ
ル

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
コ
ン
サ
ー
ト

（
上
段
に
案

内
）
招
待
券
を
ペ
ア
１
組
に
。

●
あ
ん
が
い
お
ま
る
一
座
・
ご

く
ら
く
と
ん
ぼ
一
座

大
阪
希

望
館

（
６
面
）
ワ
ッ
ハ
ホ
ー

ル
招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
ガ
ッ
ト
ネ
ロ

は
な
ま
る
カ

フ
ェ

（
右
に
案
内
）
招
待
券

を
ペ
ア
１
組
に
。

今
月
は
、
日
中
戦
争
か
ら
七

年
余
の
厳
し
い
軍
隊
生
活
を
経

て
、
敗
戦
後
は
中
国
大
陸
で
の

過
酷
な
逃
避
行
を
生
き
延
び
、

戦
後
は
技
術
で
日
本
の
復
興
を

支
え
て
こ
ら
れ
た
釜か

も

親や

榮え
い

作さ
く

さ

ん
（
弁
天
在
住
）
に
、
そ
の
体

験
を
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

◇

私
は
大
正
六
（
一
九
一
七
）

年
、
石
川
県
珠す

洲ず

市
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
珠
洲
市
は
半
農
半
漁

の
町
で
、
父
は
米
作
り
と
共
に

炭
焼
き
な
ど
し
て
生
計
を
立
て

て
い
ま
し
た
。
冬
に
は
滋
賀
県

近
江
八
幡
の
酒さ

か

蔵ぐ
ら

へ
杜と

う

氏じ

と
し

て
出
稼
ぎ
に
出
て
い
ま
し
た
。

私
は
六
人
兄
弟
姉
妹
の
末
っ

子
で
、
母
を
早
く
に
亡
く
し
ま

し
た
。
尋じ

ん

常じ
ょ

小う

学
校
と
高
等
小

学
校
で
八
年
間
学
び
、
上
の
学

校
へ
も
行
き
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
貧
し
く
て
叶か

な

わ
ず
、
そ
れ

で
も
勉
強
が
好
き
だ
っ
た
私
は

中
学
の
講
義
録
を
取
り
寄
せ
た

り
し
て
勉
強
を
続
け
ま
し
た
。

十
七
歳
で
見
習
工
と
し
て
鉄

工
所
に
住
み
込
み
、
旋
盤
な
ど

の
技
術
を
身
に
付
け
ま
し
た
。

◆
重
要
都
市
を
次
々
占
領

昭
和
十
二
年
、
十
九
歳
で
兵

隊
検
査
を
受
け
、
甲
種
合
格
。

翌
年
六
月
、
二
十
歳
で
入
隊
。

中ち
ゅ

支う
し

（
中
国
中
央
部
）
へ
派
遣

さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
の
部
隊
は

三み

田た

村む
ら

部

隊

と
い
い
、
昭
和
十
二
年
初

秋
か
ら
中
支
に
出
動
し
て
上

海
、
南
京
、
徐じ

ょ

州し
ゅ

なう

ど
の
重
要

都
市
を
次
々
と
占
領
し
て
い
ま

し
た
が
、
私
が
入
っ
た
十
三
年

夏
か
ら
の
一
年
間
で
、
さ
ら
に

武ぶ

漢か
ん

三さ
ん

鎮ち
ん

（
武
昌
、漢
口
、漢
陽

の
総
称
）
を
攻
略
し
、
最
後
は

岳が
く

州し
ゅ

をう

攻
め
落
と
し
ま
し
た
。

私
は
馬
部
隊
に
配
属
さ
れ
、

来
る
日
も
来
る
日
も
馬
を
引
い

て
泥ど

ろ

田た

を
歩
き
ま
し
た
。
馬
部

隊
は
歩
兵
に
警
備
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
敵
の
攻
撃

に
曝さ

ら

さ
れ
ま
し
た
。
占
領
し
た

町
で
も
夜
襲
な
ど
が
あ
り
、
安

心
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆

勝
っ
た

つ
も
り
が

そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
日
本
軍
は

連
戦
連
勝

に
沸
い
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

大
人
数
の
敵
を
追
い
散
ら
し
て

占
領
し
、

勝
っ
た

つ
も
り

で
い
ま
し
た
が
、
敵
は
兵
力
を

温
存
し
、
そ
れ
を
追
っ
て
ま
た

戦
線
を
拡
大
し
、
結
局
、
引
く

に
引
け
ぬ
泥
沼
へ
と
引
き
ず
り

込
ま
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

同
じ
頃
、
日
本
軍
は
ソ
満
国

境
の
ノ
モ
ン
ハ
ン
で
ソ
連
軍
と

衝
突
し
、
壊
滅
的
な
打
撃
を
受

け
て
終
息
し
ま
し
た
。
圧
倒
的

な
戦
力
差
を
見
せ
つ
け
ら
れ
て

の
敗
北
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の

後
も
戦
争
拡
大
を
続
け
た
愚
か

さ
が
、
今
と
な
っ
て
は
思
わ
れ

て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
帰
郷
、
結
婚
、
再
召
集

と
も
あ
れ
、
昭
和
十
四
年
の

夏
で
私
の
兵
役
は
終
わ
り
、
郷

里
へ
帰
り
ま
し
た
。
十
代
で
身

に
付
け
た
技
術
を
生
か
し
、
工

場
で
働
き
ま
し
た
。
図
面
を
持

ち
帰
っ
た
り
、
工
業
学
校
機
械

科
の
教
科
書
を
手
に
入
れ
て
勉

強
し
た
り
、
と
に
か
く
技
術
習

得
に
は
熱
心
で
し
た
。

こ
の
間
に
結
婚
し
ま
し
た
。

妻
は
隣
村
の
出
で
、
私
よ
り
二

つ
下
で
し
た
。
新
婚
の
喜
び
も

束つ
か

の
間
、
昭
和
十
五
年
七
月
、

私
は
再
び
召
集
さ
れ
ま
し
た
。

年
若
い
妻
、
そ
れ
に
ま
だ
一

年
に
も
な
ら
な
い
子
を
残
し
て

の
出
征
。
し
か
し

自
分
が
行

か
ね
ば
身み

内う
ち

が
何
を
言
わ
れ
る

か

と
自
分
の
気
持
ち
な
ど

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
妻
は
こ

の
時
が
よ
ほ
ど
辛つ

ら

か
っ
た
の
で

し
ょ
う
、
の
ち
に

心
細
か
っ

た

え
ら
い
目
に
遭お

う
た

と
よ
く
こ
ぼ
し
て
い
ま
し
た
。

（
つ
づ
く
）

）（
弁
天
）

）（
弁
天
）

上

今
月
の

語
る
人

今
月
の

語
る
人

連
戦
連
勝

も

泥
沼
の
戦
線
拡
大

昭
和

年
７
月
、
再
召
集

さ
れ
て
戦
地
へ
向
か
う
前

に
妻
子
と
撮
っ
た
写
真
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